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ペタスケールコンピューティングに向けたSTPシミュレーションコード開発

Development of STP simulation codes for Peta-scale computing
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2011年の完成に向けて神戸に「次世代スーパーコンピュータ」が建設されようとしている。次世代スーパーコンピュー
タは、その性能が１０ペタフロップス程度とされているため、京速計算機やペタコンと呼ばれている。１CPUあたりの
理論性能を１０ギガフロップスとするとペタコンの総 CPU数は１００万程度となる。そのような超並列計算機のハード
ウェア技術は５年程度で全国共同利用研や大学の大型計算機センターのスパコンへと降りてくるため、現在から１０年
後には、ペタスケールコンピューティングは非常に重要かつ不可欠なものとなることが予想される。したがって、１０
０万を超えるような超並列計算に耐えうるソフトウェア開発は非常に重要な課題である。
太陽地球惑星（STP）分野の研究対象は、マルチスケール・マルチフィジックス現象であり、様々な数値モデル・シミュ

レーションコードが開発されてきた。本講演では特に、流体、粒子およびボルツマン方程式系のセルフコンシステント
シミュレーションに焦点を当て、それぞれのシミュレーションコードの現状と、ペタスケールコンピューティングに向
けた技術開発要素についてまとめる。


